
(別 紙様式4)

【職業実践専門課程認定後の公表株式】

令 和 5年 6月 30日 ※ 1

(前 回公表年月日 令和4年 7月 3,日 )

職業実践専門課程の基本情報について

(留意事項 )

1 公表年月日(※ 1)

最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後1か 月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度7月 末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を言E入し、前回公表年月日は空欄としてください

2就 戦 等 の状′兄(※ 2)

「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」こついては、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて(通知)(25文 科生第596号 )」 に留意
し、それぞれ、「大学 短期大学 高等尊門学校及び専修学校卒業予定者の就職 (内定)状 況調査J又 は「学校基本調査」における定義に従います。
(1)「 大学 短期大学 高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職 (内定)状 況J]査 Jこおける「就職率Jの 定義について

O「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者Jと は、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
0「 就職者」とは、正規の職員(建用契約期間が1年 以上の非正規の職員として就職した者を含む)として最終的に就職した者(企 業等から採用通知などが出された者)を い
います。
※「就職 (内定)状 況調査」における調査対象の抽出のための母集回となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の

者、留学生、聴講生、科目等履惨生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、尊攻科、別科の学生は除きます。
(2)「 学校基本調査」こおける「卒業者に占める就職者の割合Jの 定義について
Of卒 業者に占める就職者の書1合 Jとは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
(2)f就職Jと は給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家 自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません(就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う)。

(3)上 記のほか、「就職者数(関 連分野)1は 「学校基本調査 Hこおける「関連分野に就職した者 |を 記壷えします。また、「その他 Iの 樹は、関連分野へのアルバイト者数や進

3主な学惨成果(※ 3)

認定課程において取得目標とする資格 検定等状況について記載するものです。(1)国 家資格 検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、tど )国家資格 検定のうち、惨7と
同時に受験資格を取得するもの、(3)その他(民 Pa司 検定等)の 千こ別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述1闘 には 各認定学科における代表的
な学修成果 (例えば、認定学科の学生 卒業生のコンテスト入貪状況等)こついて記載します。

福岡医健 スポーツ

専門学校
平成 14年4月 1日 古谷野 潔

〒8120092
福岡県福岡市博多区石城町790

(雷貢舌)092-262-2119

学校法人滋慶学園 昭和 58年 12月 23日 浮舟 邦彦

134-0084

東京都江戸川区東葛西6162
(目乱員き)o3-5578-3311

医 療 医療専門課程 歯科衛生士科 平成26年 1月 23日 第6号

学科の 目的
歯科衛生士国家資格を取得させることはもとより、急速に高度化 細分化 多様化していく業界において即戦力となりうる人材の育成を目的とする。知識

技術のみならず人間資質の向上も目的とする。

修業年限 昼 夜 講義 演 習 実習 実験 実技

3 昼 間

120人 104人 0人 4人 34人 38人

学期制度
日前期 :4月 1日 ～9月 30日

日後期 :10月 1日 ～3月 31日 成績評価

■ 力えI員 表 :     石

日成績評価の基準・方法         ~~ ~
各科目について、出席率、授業態度、試験の成績、レポート 1果

騒の,4吉姜歩総合奇竹に盤h華 1 4r守臓
^工

lュ五ナ士スト

長期休み

■夏 季
日冬  季
日学年末

7月 24日 ～8月 27日
12月 23日 ～ 1月 8日
3月 2日 ～3月 31日

卒業・進級
条件

1 当該学年において、履修すべき学科目(必須科目)の うち、履
l多
えを認定されない学科目が1科 日以上あれば、進孝技卒業できな

2履修すべき学科目のいずれかについて、出席回数が総授業
回数の3分の2未満の者は、進級 卒業できない。

学修支援等

■クラス手H任 希1:    有

日個別相談→旨導等の対応

①担任による定期的 継続的l□別面談の実施及び保護者との密接
な連携強化
②成績不振者に対する個別指導強化及び1甫 習の実施

課外活動

口課外店動の 4璽類

学匡

'祭

体育大会 ポランティア

'舌

動

就職等の

状況※2

日
=な

,九 職先、葉界寺 (令和4年度卒業生)

一般歯科、小児歯科 、矯正歯科

主な学修成果
(資 格・検定等 )

日国琢貧活 棋足/そ の他 民間穣足寺

歯科衛生士 ② 30人 29人

※種別の桐には、各資格検定について 以下の0～0のいすれ力Wこ該当す
るか記載する。
l)国家質格 横定のうち 修 イと同時に取得可能なもの

21国 家資格 検定のうち 停 7と 同
'寺

に受験資格を取得するもの

31その他 (民 間検定常 )

日自由記述欄

(例 )認定学科の学生 卒業生のコンテスト入貧状況宇

■′ヤ売職 脂 導 内 容

就職を専門に支 l景 するキャリアセンターを設置し、一人ひとりの希望に

沿つて 履歴害指導、面接 I旨 導、求人獲得、企業見学 採用試験の設定
から内定獲得交′)等を個別に行つている。また、仮に卒業式よでに就構
が決まらなくても、全ての学生の就職が決まるまで、卒業後も支援を行つ

27

日卒業者に占める就職者の割合

9る

。フ690
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=キ
業者に

中途退学
の現状

日中途退字者                20名       ■甲選手

今和 4年 4サ 11日
'十

点において、在学者 113名 (令和 ■年 4月 1日 入学者を含む )

令和 5年 3サ 131日 H十 点において、在学者 93名 (令 和 5年 3月 31口 卒業者を含む )

日中途退学の主な理由

進路変更、修学意欲低下、健康上理由、その他

177%

■中退防止・中退者支援のための取組

①成績不振者に対する個別指導強化及び補習の実施②付属の慶成会クリニックによる健康管理(受診料実費負担なし 薬代負担なし)①進路変更希望
者に対しては、担任と共に専任の進路変更委員が支援を行う。本人の希望に基づき滋慶学園グループ内への転検 転科が可能④担任による定期的 継
続的個別面談の実施及び保護者との連携強化⑤常駐の臨床心理士(カウンセラー)による早期介入支援(メンタルサポート)⑥学費や経済面のサポート
は、事務局会計課 専任のファイナンシャルアドバイザー 奨学金担当がきめ細かな支l長を行つている

経済的支援
制度

■学校独自の1叉学金 授業料等減免制度: 有
①滋慶奨学金(在 校生対象の貸与型奨学金 無利子)

②学費分害I納入制度(無金利 手数料等無、保証人不要)

①長期履修制度(留 年に伴う学費免除)

■専門実践教育訓練給付 : ,に 給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意とE載

第三者による

学校評価

■民間の評価機関寄から第三者評価 : 器
※有の場合、例えば以下について任意記載
(評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームベージ∪RL)

当該学科の
ホームページ

URL
HTTP://www kenっ op/



窮「専攻分野に関する企業、団体等(以下「企業等Jという。)との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程の編成を行つていること。」関

(1)教 育課程の編成(授業科日の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。)における企業等との連携に関する基本方針

業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体の役職員及び実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業
の役職員が参画する教育課程編成委員会を年2回 実施し、業界の動向や変化、それに伴うニーズや必要な人材像を把握すると共に、実施している授業や
力リキュラム等を各委員に検証してもらいアドバイスや意見を頂く。また、教員による実習先訪問や就職担当による企業訪間を通して更なる情報収集を図
る。それらを十分に生かしつつ、カリキュラムや授業方法の改善、授業科目の開設等を図り、実践的かつ専門的な職業教育を主体的に実施する。

(2)教 育課程編成委員会等の位置付け

教育課程の編成は、理事会の下に設置された教育課程編成委員会において討議した内容を十分に考慮したうえで、学科会議において編成を行うものと
し、委員会の適切な運営は理事会が担保することになっている。また、教員組織規則において、「委員会の審議を通じて示された企業等の要請その他の

情報、意見を十分に生かし、実践的かつ専門的な職業教育を実施する教育課程の編成に努める」ことが明記され、この定めに従つて委員会を運営する。
(以下図により、編成意思決定の過程を示す)

(教育課程編成委員会)      (学 校・学科)       (教 育課程編成委員会)     (学 校・学科)

D(実イ予) C(チ エック) A(改善)

(3)教 育課程編成委員会等の全委員の名簿
令和 5年 4月 1日 現在

※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
(当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「―」を記載してください。)

①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
地方公共団体等の役職員(1企業や関係施設の役職員は該当しません。)

②学会や学術機関等の有識者
③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

(4)教 育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

員会は年2回開催し、第1回 目を毎年5月 、第2回 目を翌年1月 に実施している。今年度開催 (予 定)日 時は以下の通り。また、委員会欠
対しては個別に意見聴取を行うなど、必要に応じて、適宜適切に分科会等を開催する場合がある。

(開催日時)

¬回 令不口5年 5月 19日 15:30～ 17:OO

回 令和 6年 1月 26日 13i00～ 15:OO(予定)

(5)教 育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。
t)し てヽは、概ね適切であるという評価を頂いた。各委員からは、「コ

」「社会的人格形成」「自主性・主体性・積極性の育成」「仕事観
ミュニケーションカの強化」「仕事に対する身構え・気構え・心構えと

の確立 職業観の確立による早期退職の防止」「基礎力と柔軟な応用力の
成」など、多くの意見を頂いた。これらを基に、コミュニケーションスキル検定の導入や授業内容・方法の改善を図ると共に、授業以外の教科指導、実習

キヤリア教育の充実に向けた検討・環境整備に取り組んでいる。指導、生活指導、就職指導、国試対策指導等あらゆる機会をとらえて、

2「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習 (以 下「実習・演習等」という。)の授業を行つていること。」関係

(司 )実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

「学校と業界が協力をして、業界が求める即戦力の人材を育成し、業鼻に送り出す」という「産学共同教育」を開校以来実践してきた。即戦力とし

で活躍する
ため、業界と連携して専門知識・技術、人間力を有した人材育成を行つている。このため、特に実習・演習科目に於いては、現場の
に非常勤講師を依頼するなど、授業内容を業界関係者と共に企画立案し、その実施及び達成度評価を行つている。

(2)実 習・演習等における企業等との連携内容

交わした上で、現場の第一線のプロが非常勤講師として授業を行つている。学校と非常勤講師が協議して作成したシラ
バ ス こ授 行 は毎授業での到達目標達成度及び学期ごとに行う定期試験の結果をもって総合的に評価される。また、担当非常

と学科専任教員は常に連携を密にし、情報を共有しながら授業運営に係る問題解決や授業改善に協力して取り組んでいる。更に、業界研修・臨床
実施し、企業等の指導担当者の下 現場体験を深め即戦力としての

と教員の連携・情報共有を図り、
更なる知識・技術の習得に努めている。実習実施前の協議を徹底すると共

員による実習巡回を通して指導担当者に 、

P(プラン)

全色  同IJ Pブ1  属 件 瓢 赤苗桝‖

岩男 好恵
一般社回法人 T邑 I缶l県→凶r料衛生

=雲常務理事
令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) ①

案西 浩平
医療法人社団桜香 あんざい歯科クリニック
理事長

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) ③

土本 佳正
福岡医促・スボーツ尋門学校
事務局長

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

古谷野 潔
福岡医健・スボーツ尋門字校
学校長

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

河口 青児
褐 廿l医促・ス不―ツ専門字板
副校長・教務部長

令和5年 4月 十日～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

松原 敏昭
鴨 1白:l医促・ス不―ツ専門7傾
教務事務部長

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

渡遇 裕子
福岡医健・スボーツ専門学校
歯科衛生士科 学科長

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

不■ 日 名 科 日 r'光 安 運 携 企 栗 寺

臨地・臨床実習 I
歯科医院で歯科診療の内容によって系統立て
た臨地・臨床実習を行う。

九州大学病院・慶生会クリニック福岡・赤坂総合デンタルオフィス・は
なだ歯科クリニック、別府歯科医院、西原歯科 他

臨地・臨床実習 Ⅱ
臨床実習(一 般歯科・小児歯科・矯正歯科専門
医における)及び臨地実習(保育園・幼稚国に
おける集団歯科保健教育)を行う。

九州医療センター・いづち小児歯科・じゅん歯科口腔外科ひろ矯正

歯科・福岡比恵町雲母保育園・くすくすの丘保育国・貝塚幼稚国・ツ
ルタみとま幼稚園 他

(3)具体的な連携の例※科目数については代表的な5科 目について記載。

協力体制を強化して教育効果の向上に努めている。



3「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行つていること。」関係

(1)推 薦学科の教員に対する研修・研究(以下「研修等」という。)の 基本方針

学園の定める教職員規定において、専門技術・知識の向上、授業内容・教育技法の改善、クラス運営力の向上、マネジメント能力や指導力の向上などを
研修の目的として、職歴や能力・経験、職責、担当業務に合わせて、定期的・継続的に業界と連携して研修を実施している。企業・業界団体等が開催する
研修会や詰習会に専任教員を計画的に参加させ、業界の変化やニーズを的確に把握すると共に、最新の技術 ,知識の習得に努めている。

(2)研 修等の実績

(1)阜 政
ン
フコ
ヽ
野 に お け る 実 務 に 闇 す る 1升 修 等

研修名:歯科衛生教育学会学術大会<web開催 >
主 催 :日 本歯科衛生士会
実施日:令和4年 12月 2日 ～16日
参加者 :歯科衛生士科専任教員呵名
内 容:教育から発信 !歯科衛生士の魅力と専門性 ～これからの歯科衛生学教育に求められるもの

(2)子g導力の修得・同上のためのね升修寺

研修名:歯科衛生士専任教員講習会Ⅳ
主 催 :全国歯科衛生士教育協議会
実施日:令和4年 3月 22日 ～26日
参加者 :歯科衛生士科専任教員呵名
内 容:保健指導・疎下機能リハビリなどの歯科衛生士教育
研修名
主 催
実施日
参加者
内 容

全衛協九州地区会
全国歯科衛生士教育協議会
令和4年7月 2日

歯科衛生士科専任教員1名

歯科衛生士教育に関わる協議会

(3)研 修等の計画

(1)卓 政 分 野 に お け る 軍 活 に 閣 す る も升修 幸

研修名:歯科衛生教育学会学術大会
主 催 :日 本歯科衛生士会
実施日:令和5年 12月 2日・3日

参加者 :歯科衛生士科専任教員1名

内 容:歯科衛生学教育におけるプロフェッショナルリズムの醸成～キャリア教育の果たす役割
(2>目 達 力の修得・向上のす―めの研修等

研修名
主 催
実施日
参加者
内 容

全衛協九州地区会
全国歯科衛生士教育協議会
令和5年 7月 3日

歯科衛生士科専任教員1名

歯科衛生士教育に関わる協議会

名  同l P,「   l轟 1士 本車

村田 栄治 村田整骨院 院長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 3,日 (1年 ) 企業等委員 (柔道整復科 )

要 信義 要鍼灸院 院長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (鍼灸科 )

橋本 修二 租 雲 医 揆 云 人 財 団 旭 反 雲 不昌1刊 不W日 サ内 l九

際 薦 種 堆 室 ギ 室令
令和6年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

企業等委員
(散 負末t命 公落 昌科う

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (理学療法科 )福田 智 医療法人 せと山荘クリニック 統括部長

企業等委員 (作業療法科 )丸田 淳司 医療法人誠和会 牟田病院 医療部門科長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )

「学校教育法施行規則第189条において準用する同規則第67条に定める評価を行い、その結果を公表していること。また、評価を行うに当たっては、
当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。ょ関係

(1)学 校関係者評価の基本方針

「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき、学校関係者として、卒業生、保護者、地域住民、高等学校、企業により構成される学校関係者評価委
員会を組織し、この委員会が、学校が行つた自己点検・自己評価の内容を審議・言平価して、様々な角度からアドバイスや支援を行うことを通して、学校運営
の改善に活用することを方針とする。

(2)「 専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

※(10

(3)学校関係者評価結果の活用状況

各委員より各項目概ね「評価4」 の評価を頂いた。各委員から「コミュニケーション能力の更なる向上に努めてほしい」「就職100%と共に1年以内の離職率の
低下が重要」「国家資格の合格率と共に受験率の更なる向上を期待する」「「中途退学率の更なる低減が必要」「基礎力と応用力の強化が重要」など多くの
意見を頂いた。リーダー会議、学科会議、キャリアセンター会議、全体会議等でこれらの意見を共有し、実施可能なものはすぐに実施すると共に、活用に
向けた検討・環境整備を計画的に図つている。

(4)学 校関係者評価委員会の全委員の名簿

について



案西 浩平
医 l景 法 人 在 回 桜 否 あ ん ごい 函 科 クリニツク

チ甲喜

「

令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員 (歯科衛生士科 )

今里 安江 医療法人社回 扶洋会 秦病院 看護部長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(看護科)

安積 研二 AcroBats株 式会社 取締役会長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 )
企業等委員

(スポーッ科学科 )

中西 祐介 株式会社サンドラッグ 人事部採用課主任 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 企業等委員(薬業科)

谷口 貴隆 スポーツ科学科 卒業生 令和5年 1月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 卒業生代表

冨崎 尚美 在校生 (鍼灸科2年 )保護者 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 保護者代表

稲富 勉 福岡県立香椎高等学校 校長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 高等学校関係者

戎時 淳一 福岡市博多区大浜公民館 館長 令和5年 4月 1日 ～ 令和6年 3月 31日 (1年 ) 地域関係者

※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。

(5)学 校関係者評価結果の公表方法・公表時期 令和5年 6月 30日 (前回 令和4年 6月 30日 )

・ 広報誌等の刊行物 'その他 ( ) )ム ペ

5「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関する情報を提供しているこ
と。」関係

(¬ )企 業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

学校で毎年定める事業計画の実行方針で提起された目標 (カ リキュラムのイノベーション、中途退学率の低減、就職100%、 国家試験合格率100%等 )を具
現化するために、企業等からヒアリングを行い、業界の動向を踏まえた実行計画を作成している。その為にも、学校の方針や考え方に加え、様々な詳細情
報を十分に理解して頂いた上で、意見やアドバイス、支援を頂くことが重要となる。企業等への具体的な情報提供方法としては、学校関係者評価委員会や
教育課程編成委員会、業鼻関係者である非常勤講師との講師会、キャリアセンタースタッフによる企業訪間、企業とタイアップして行うイベント等あらゆる
機会を活用して、積極的に情報の提供を行つている。

(2)「 専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

′

(2)各 学科等の教育

(6)学生の生活支援

※ (10)及 び (11)に ついては任意記載。

(3)情 報提供方法 ホームページ 広報誌等の刊行物

URL: http://www iken acjp/



(別紙様式1-2)

授業科目等の概要
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1 ○ 生物

人間 を中心においた生命 の仕組み を探求
し、生物学の基礎 を学び、解剖・生理学に

結び付けることができる。

1 30 2 O O O

2 ○ 化学

歯科臨床で用いられる物質の化学的な背景
を理解 し、生化学・栄養指導に結び付けて
考えることができる。

1 15 1 ○ ○ ○

3 〇 英語

グローバルな感性を養 い、コミュニケー
ションに必要な英会話を学び、実践 し、歯
科に関する英単語を理解することができ
る。

1 30 2 ○ O 〇

4 ○

コミュニケー
シ ョ ン 論
(CSU検定 )

相手の話 を聴 く姿勢やその内容を理解する

能力を高め、医療人として必要なコミュニ

ケーションを習得 し、実践できる。

1 30 2 ○ 〇 O

5 〇 臨床心理学

「こころ」と「からだ」と「社会」の枠組
みの中で、身体的な病気と心身の病におけ
る心理・社会・生物学的要因の相互作用に
ついて理解することができる。

2 30 2 O ○ ○

6 〇 医療倫理
医の倫理 を学ぶ と共に職業人 としての心構
えやインフォーム ドコンセ ン トに基づいた

患者応対などを理解することができる。

1 30 2 ○ ○ ○

7 ○ 角子吉ヽ学

人体の構造ならびに組織発生についての知
識を習得 し、生理学との関連性を理解する
ことができる。

1 30 2 ○ ○ 〇

8 O 生理学
人体の生理の概要についての知識を習得
し、解剖学との関連性を理解すことができ
る。

1 30 2 ○ O 〇

9 〇 生化学
生化学を通 して栄養指導の知識を習得 し、
関連付けて理解することができる。

1 15 1 〇 ○ ○

10 〇

口 腔 解 割 学
(組織発生学

含 )

口腔の構造ならびに歯の形態と組織および
その周囲組織についての知識を習得するこ
とができる。

1 30 2 〇 O ○

11 ○ 口腔生理学
口腔についての生理の知識 を習得 し、日腔
解剖 と関連付けて理解することができる。

1 15 1 ○ ○ 〇

12 ○ 口腔生化学
生化学を通 して栄養指導の知識を習得 し、
関連付けて理解することができる。

1 15 1 O ○ ○



13 O 病理学・回腔
病理学

全身および口腔領域の疾患を含め病因論に
ついての知識を理解することができる。

1 60 4 ○ ○ ○

14 ○
案理学・歯科
薬理学

医学の基礎的知識を活か し、薬物の効力発
現を理論的に理解することができる。

1 30 2 ○ ○ 〇

15 O 微生物学・口

腔微生物学

細菌・真菌・ウイルスなどの微生物、それ
によつて引き起 こされる歯科領域の疾患に
ついて理解することができる。

1 30 2 〇 ○ ○

16 O 口腔衛生学 I
歯 と口腔の疾患異常の予防および保健指導
の知識を理解することができる。

1 60 4 O ○ ○

17 O
口腔衛生学 Ⅱ

(衛 生統計学

含 )

歯と口腔の疾患異常の予防および保健指導
の知識、日腔領域の統計学を理解すること
ができる。

2 15 1 ○ △ O 〇

18 O 衛生学・公衆
衛生学

国民の歯科保健の向上を目指 し、衛生 H公

衆衛生を学び歯科領域の疫学を理解するこ
とができる。

1 30 2 O ○ O

19 O 衛生行政・社
会福祉学

法制・行政・社会保障を学び、歯科保健医
療の普及と向上のために必要な知識を備え
ることができる。

2 30 2 O ○ ○

20 〇
歯科衛生士概
局「Π

歯科衛生士としての人間性を培い、歯科衛
生士の業務を理解することができる。

1 30 2 O 〇 ○

21 〇 歯科臨床概論
医療と診療の意味を理解 し、さらに歯科臨
床について学び、歯科診療の流れを理解す
ることができる。

1 15 1 ○ O ○

22 O

歯科保存学 (修

復学・歯内療法
学・歯周治療学
含む )

歯科疾患の基礎的知識、保存修復 =歯内療
法 =歯周治療の概要についての知識と歯科
衛生士の役割を習得し、主要3科 と関連付け
ることができる。

1

2

60 4 〇 △ 〇 ○

23 ○ 歯科補綴学
現有歯の実質欠損・喪失歯による形態およ
び機能回復について理解 し、歯科衛生士の
役割を習得し、実践することができる。

2 30 2 ○ △ ○ ○

24 ○ 口腔外科学
歯科疾患の概要 と診療における歯科衛生士
の役割・実技を習得 し、実践することがで

きる。

2 30 2 O △ O ○

25 ○ 小児歯科学

身体的・精神的・社会的発達途上にある小

児の特徴 を理解 し、チーム診療 と歯科衛生
士の役割について知識 と技術 を習得 し、実
践することができる。

2 30 2 ○ △ ○ ○

26 〇 矯正歯科学
歯科矯正治療に対応する知識 と補助技術、
歯科衛生士 としての役割 を習得 し、実践す
ることができる。

2 30 2 ○ △ ○ ○

27 ○

高 齢 者 歯 科
学・障害者歯
科学

障害の程度に適応 した患者の取 り扱い方、
在宅訪間指導を心、まえ高齢者歯科治療の特
徴、歯科衛生士の業務を理解 し、実践する
ことができる。

2 30 2 〇 △ 〇 ○



28 ○

救急蘇生、偶
発事故予防・

対策

障害の程度に適応 した患者の取 り扱い方、

在宅訪問指導をふ蔽え高齢者歯科治療の特
徴、歯科衛生士の業務を理解 し、実践する
ことができる。

2 30 2 O △ O 〇

29 〇
歯科予防処置
論 I

う蝕・歯周疾患の成り立ちを学び知識を身につける。ま
た、う蝕予防・歯周疾患の予防法についての知識と技術を
習得する。また、臨床実習に向け、臨床に即した施術の流
れを習得する。繰り返しの実習により知識技術を定着し、
実践することができる。

1 90 6 O ○ 〇

30 ○
歯科予防処置
論 Ⅱ

う蝕・歯周疾患の成り立ちを学び知識を身につける。ま
た、う蝕予防・歯周疾患の予防法についての知識と技術を
習得する。また、臨床実習に向け、臨床に即した施術の流
れを習得する。繰り返しの実習により知識技術を定着し、
実践することができる。

2 60 4 ○ △ O O

31 ○
歯科保健指導
論 I

口腔保健の意義の理解と他者への理解を体
験する実習、自己のモチベーションスキル
の向上を計 り、実践することができる。

1 60 4 〇 △ 〇 O

32 ○
歯科保健指導
論 Ⅱ

実習・実践を増やし、臨床に沿つたスキルを身につ

け、1年生を患者に見立ててのTBI実習で実践するこ

とができる。また、歯周病と全身疾患の関連性を理

解することができる。

2 30 2 ○ △ 〇 O

33 O 口腔ケア検定

口腔ケア基礎知識のテキス トを活用 した授

業 を行い口腔ケア検定5級 を在学 中に取得
し、臨床実習において実践す ることができ

る。

2 30 2 O △ O O

34 〇 栄養指導
栄養学の基礎知識と栄養指導および食生活
指導について習得 し、患者指導に役立てる
ことができる。

1 30 2 ○ △ ○ ○

35 〇 地域保健活動
地域で展開 される組織活動 を理解 し、地域

保健活動に寄与するための歯科保健活動の

役割を理解することができる。

1 15 1 O △ ○ O

36 〇
歯科診療補助
論 I

歯科治療における診療の補助・受付業務などの機能
を理解 し、歯科衛生士業務に必要な技術態度を養
い、診療室の器具器材・知識と取 り扱いを習得 し実
践することができる。

1 90 6 ○ △ O 〇

37 〇
歯科診療補助
論 Ⅱ

直l科治療における診療の補助・受付業務などの機能を理解し、歯

科衝生士業務に必要な技術態度を養い、診療室の器具器材・知識
と取 り扱いを習得し実践することができる。そして、九大病院実
習を同時進行することで、臨床に沿つたスキルを身につけること
ができる。

2 60 4 ○ △ ○ O

38 〇 歯科放射線学
歯科衛生士の業務範囲を認識 し、患者指導
に役立て られ るように理解 し、臨床医学 と

の関連性を理解することができる。

1

2

30 2 O △ 〇 〇

39 O 臨床検査
病態と臨床検査データを理解 し、その知識
を学び臨床データと関連付けることができ
る。

2 15 1 ○ △ O O

40 ○ 感染予防
感染予防対策として減菌と消毒について理
論と実際を習得 し、臨床で実践することが
できる。

2 15 1 ○ △ 〇 O

41 ○ 歯科材料学
歯科材料の特性を学び実際の取 り扱い方 を

習得 し、臨床で実践することができる。
1 30 2 O △ ○ O

42 O
診療報酬請求
事務

診療報酬請求事務の基礎知識 をもとに歯科

医院で実際に必要 となる技能 を学び、臨床

現場で応用することができる。

2 30 2 〇 △ ○ ○



43 ○ 実習指導 I

2年次の臨地・臨床実習に際し、実習内容を
理解 し、必要に応 じた準備をすることがで
きる。

2 120 8 〇 ○ ○

44 O 実習指導 Ⅱ
3年次の臨地・臨床実習に際 し、実習内容を
理解 し、必要に応 じた準備 をすることがで

きる。

3 150 10 O 〇 〇 ○

45 O 臨地・臨床実
習 I

2年次の臨地・臨床実習において習得 した知

識技術を現場で実践することができる。
2 540 12 ○ 〇 ○ 〇

46 ○
臨地・臨床実
習 Ⅱ

3年次の臨地・臨床実習において習得 した知

識技術を現場で実践することができる。
3 450 10 ○ ○ 〇 〇 O

47 O
コンピュータ
実習

基本的なコンピュータの取 り扱い。Word i

Excel・ Power Pointを 習得 し、実践するこ

とができる。

2 30 2 ○ ○ O

48 ○
フィニッシン
グ

社会 人 と して必要 な基本 的マナー を習得
し、実践することができる。

1 15 1 ○ ○ 〇

49 ○ メイク
医療従事者の身だ しなみ としてのメイクを

習得 し、実践することができる。
1 15 1 ○ O ○

50 ○ 審美歯科
審美歯科で行われ る様々な治療についての

知識・診療内容を理解 し、説明することが

できる。

2 15 1 ○ △ ○ 〇

51 ○
インプラン ト
アシス ト

歯科領域における欠損補綴のインプラン ト
について知識と技術を理解 し、外科的処置
を行う歯科診療補助の知識を習得 し、実践
することができる。

2 15 1 〇 △ 〇 〇

52 〇
摂食疎下機能
訓練

摂食疎 下の メカニズム・原 因・診査 ・対
応・口腔ケアとの関連などの知識 を学び、
臨床実習で役立てることができる。

3 30 2 〇 △ ○ O

53 ○
国家試験対策
講座

国家試験に必要な知識を総合的・応用的に
理解 し、歯科衛生士国家試験に合格するこ
とができる。

3 225 15 O ○ ○ ○

含 討

授 菜期 間 等卒業要件及び履修方法

当該学年において、履修すべき学科 目の うち、履修を認定されない学

科目 (不 合格)が 1科 目以上あれば卒業できない。また、履修すべき

学科日のいずれかについて、出席回数が総授業回数の 3分の 2未満の

者は卒業できない。

卒業要件 1学年の学期区分 2期

講義・演習 ,実技・実習のいずれかにより、またはこれらの併用によ
り行う。

履修方法 1学期の授業期間 15週

1 -の授業科日について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
については、主たる方法についてOを付し、その他の方法について△を付すこと。

2 企業等との連携については、実施要項の3(3)の 要件に該当する授業科目について○を付すこと。


